
立
派
な
七
堂
伽
藍
と

本
山
、
永
平
寺
を
模
し
た
廻
廊

　

現
在
の
境
内
は
、
唯
一
焼
失
を
免
れ
た
山
門
を

は
じ
め
、
立
派
な
七
堂
伽
藍
を
有
す
る
。
山
門
と

本
堂
の
間
に
配
さ
れ
た
中
雀
門
は
、
さ
る
武
家
屋

敷
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
左

右
に
建
つ
庫
裏
と
僧
堂
を
結
ぶ
回
遊
式
の
造
り
が

本
山
、
永
平
寺
を
模
し
た
こ
と
か
ら「
伊
予
の
ミ

ニ
永
平
寺
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
文
化
五
年（
一
八
〇
八
年
）に
再
建
さ
れ

た
本
堂
は
、
時
の
藩
主
大
洲
藩
二
代
、
加
藤
泰
興

公
よ
り
賜
っ
た
楠
の
銘
木
を
材
と
し
て
お
り
、
前ま

え

卓じ
ゃ
く

・
梁
・
天
井
・
廊
下
・
欄
間
・
襖
に
至
る
ま
で
、

無
節
の
材
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
見
事
さ

ゆ
え
に
、
別
名「
楠
寺
」と
称
さ
れ
る
。

　

本
堂
に
祀
ら
れ
た
ご
本
尊
、
聖
観
世
音
菩
薩
像

は
、
山
門
と
並
ん
で
唯
一
焼
失
を
免
れ
た
貴
重
な

仏
像
で
あ
り
、
現
在
も
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
慈
悲
深

い
表
情
を
た
た
え
て
い
る
。

十
年
が
か
り
で
実
現
か
な
っ
た

日
本
最
大
の
石
造
ね
は
ん
仏

　

高
昌
寺
の
も
う
一
つ
の
宝
物
は
、
日
本
最
大
の

石
造
ね
は
ん
仏
で
あ
る
。

　

そ
の
起
こ
り
と
な
っ
た「
ね
は
ん
祭
り
」は
、
約

二
百
五
十
年
前
に
十
八
世
・
慈
舟
台
漸
和
尚
に
よ

っ
て
創
始
さ
れ
た
法
要
だ
が
、
今
で
は
内
子
の
春

祭
り
と
し
て
毎
年
三
月
十
五
日
に
執
り
行
わ
れ
る
。

町
を
挙
げ
て
の
祭
り
に
は
、
稚
児
行
列
や
餅
ま
き
、

清
興
な
ど
が
催
さ
れ
、
地
元
で
の
楽
し
み
な
恒
例

行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

別
名
、「
内
子
の
ね
は
ん
さ
ん
」と
し
て
も
親
し

ま
れ
る
高
昌
寺
で
は
、
お
釈
迦
さ
ま
へ
の
感
謝
や

報
恩
の
心
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
平
成
十
年（
一
九
九
八
年
）石
造
ね
は
ん
仏
が

祀
ら
れ
た
。

　

現
住
職
、
四
十
一
世
・
高
嶋
武
彦
老
師
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
こ
の
ね
は
ん
仏
は
、
構
想
か
ら
完

成
ま
で
実
に
十
年
も
の
歳
月
を
費
や
し
、
当
初
は

不
可
能
と
も
思
わ
れ
た
巨
額
の
資
金
も
、
檀
信
徒

は
じ
め
内
外
の
有
縁
の
方
々
の
尽
力
に
よ
っ
て
賄

う
こ
と
が
で
き
た
。

　

中
国
敦
煌
、
漠
高
窟
の
ね
は
ん
仏
を
模
し
た
と

さ
れ
る
こ
の
石
像
は
、
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
、
重
さ

二
百
ト
ン
に
も
及
ぶ
。
覆
殿
の
中
で
安
ら
か
な
お

顔
で
休
ま
れ
る
そ
の
お
姿
は
、「
ね
は
ん
祭
り
」の

日
に
限
ら
ず
い
つ
で
も
参
拝
で
き
、
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ぜ
ひ
一
度
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

仏殿●文化5年（1808年）の再建時、時の藩主大洲藩二代、加藤泰興公より賜った楠の銘木を材とした立派な造り

仏殿に祀られたご本尊、聖観世音菩薩。山門と並
んで唯一焼失を免れた貴重な仏像

仏殿の左右に祀られた十六羅漢像（左側）。寺の再
建にあたり持宝院より勧請されたと伝えられる

勧学寮●かつては雲水僧の修行道
場兼宿泊所であった。改築された
現在は寺の行事に利用されている

僧堂●修行僧
が日夜坐禅に
励む道場

鐘楼●昭和33年（1958年）、
四十世・高嶋玄岫和尚の代
に、檀信徒からの浄財によ
って奉納された

仏殿内は前卓（まえじょく）・梁・
天井・廊下・欄間・襖に至るまで、
無節の楠が用いられている

開山堂●開山を中心に歴代住職の位牌が祀
られている建物は昭和50年（1975年）、不燃
構造で再建された

扁額●大洲藩二代、加藤泰興公の
揮毫（きごう）による額。大雄殿と
は仏殿の意（町、有形文化財指定）

現、四十一世・高嶋住職によって
建立された石造ねはん仏。安らか
なお顔で休まれる姿に心癒される

3月15日の「ねはん祭り」で一般公開
されるねはん絵（町、有形文化財指定）
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